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栢泉 鉦治

年
初
か
ら
続
く
異
常
気
象
や
、

長
期
化
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、

さ
ら
に
は
緊
迫
す
る
中
東
情
勢
な

ど
、
世
界
は
不
透
明
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。
物
価
上
昇
を
は
じ
め
、

市
民
生
活
へ
の
影
響
も
大
き
く
、
ま

ず
は
一
日
も
早
い
世
界
平
和
の
実
現

を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
分
譲
地
開
発
会
社
の
破
綻

と
い
う
困
難
か
ら
始
ま
っ
た
自
治

会
が
、
ど
の
よ
う
に
自
分
た
ち
の

財
産
を
守
り
、
未
来
へ
繋
げ
よ
う

と
し
て
き
た
の
か
。
そ
の
歴
史
と

現
在
の
取
組
に
つ
い
て
あ
ら
た
め

て
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
昭
自
治
会
50
年
の

歴
史
を
振
り
返
る

1.
創
業
の
時
代
（
昭
和
50
年
〜
）

開
発
会
社
「
東
昭
観
光
開
発

（
株
）」
の
破
綻
を
受
け
、
水
道
や

道
路
と
い
っ
た
「
生
活
の
生
命
線
」

を
守
る
た
め
、
会
員
に
よ
る
互
助

機
関
と
し
て
、
建
物
会

員
10
万
円
、
土
地
会
員

３
万
６
千
円
を
会
費
と

す
る
東
昭
自
治
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立

後
に
は
那
須
水
害
や
東

日
本
大
震
災
な
ど
の
災

害
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の

都
度
、
災
害
積
立
金
制

度
等
の
改
定
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
設

立
か
ら
五
十
余
年
を
経

た
現
在
に
お
い
て
も
、

な
お
同
額
の
会
費
で
運

営
が
続
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
こ
れ

ま
で
自
治
会
を
支
え
て
こ
ら
れ
た

先
人
の
み
な
さ
ま
並
び
に
会
員
各

位
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、
あ

ら
た
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。昭

和
60
年
に
は
、
自
治
会
に
貸

与
さ
れ
て
い
た
水
道
・
道
路
等
の

共
益
施
設
が
第
三
者
へ
転
売
さ
れ

る
お
そ
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
の

危
機
に
際
し
、
当
時
の
理
事
会
の

承
認
の
も
と
、
自
治
会
へ
安
全
に

権
利
を
移
転
・
保
全
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
移
転
登
記
を
行
う

受
け
皿
会
社
「
昭
友
管
財
（
有
）」

を
設
立
し
、
権
利
保
全
を
図
り
ま

し
た
。

2.
混
乱
と
改
革
の
時
代（
平
成
28
年
～
）

一
時
期
、
会
員
と
の
信
頼
関
係

を
揺
る
が
す
中
傷
等
に
苦
し
む
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
治
会
は

常
に
共
益
施
設
を
守
る
こ
と
で

「
会
員
の
不
利
益
回
避
」
を
最
優
先

に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

●
令
和
元
年
：
事
務
所
を
西
岩
崎

へ
移
転
、
説
明
会
開
催
等
民
主

的
な
組
織
運
営
を
本
格
化
。

●
令
和
２
年
：
第
１
回
会
員
総
会

開
催
。（
以
降
毎
年
総
会
を
開
催
）

3.
安
心
・
安
定
し
た
イ
ン
フ
ラ
維

持
に
向
け
て
（
令
和
５
年
～
）

●
令
和
５
年
：
一
般
社
団
法
人
化

を
実
現

●
令
和
７
年
10
月
：
水
道
・
道
路

施
設
の
所
有
権
に
つ
い
て
宇
都

宮
地
裁
大
田
原
支
部
に
て
昭
友

管
財
（
有
）
と
の
和
解
成
立

●
令
和
８
年
１
月
：
一
般
社
団
法

人
東
昭
自
治
会
へ
の
所
有
権
移

転
登
記
が
完
了

こ
れ
に
よ
り
、
会
員
の
皆
様
の

財
産
基
盤
は
、
名
実
と
も
に
自
治

会
自
身
の
手
に
守
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

自
治
会
の
目
的
は
会
費
制
に
よ

る
相
互
扶
助
型
の
管
理
を
行
う
こ

と
で
「
会
員
の
財
産
価
値
を
守
る

こ
と
」
に
あ
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
か
ら
は
様
々
な
ご

要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
限
ら
れ
た
資
金
の
中
、
今
後

も
„
生
活
の
生
命
線„

を
守
る
た

め
に
次
の
３
項
目
を
優
先
し
て
運

営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１
．
水
道
施
設
の
維
持
管
理
：
機

器
や
配
水
管
等
の
修
繕
対
応

と
定
期
的
な
水
質
検
査

２
．
道
路
管
理
：
安
全
な
通
行
の

確
保

３
．
街
路
灯
整
備
：
将
来
の
電
気

代
削
減
と
環
境
負
荷
低
減

4.
会
費
改
定
に
関
す
る
検
討
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
会
費
転
嫁
を
行
わ
ず

に
事
業
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
し
か
し
昨
今
は
資
材
価
格

や
工
事
費
の
高
騰
が
続
い
て
お
り

経
費
節
減
だ
け
で
は
安
定
し
た
運

営
維
持
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
健
全
な
収
支
を
継
続

す
る
た
め
„
５
年
サ
イ
ク
ル
（
令

和
10
年
度
）
を
目
安
と
し
た
会
費

改
定„

の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

今
後
と
も
、
会
員
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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「
道
路
・
水
道
施
設
の
移
転
登
記
」
が
完
了
し
ま
し
た
。

「
道
路
・
水
道
施
設
の
移
転
登
記
」
が
完
了
し
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は
非
常
に
感
慨
深
い
も
の
で
す
。

こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は
非
常
に
感
慨
深
い
も
の
で
す
。

代
表
理
事

代
表
理
事
　　
細
田
宏

細
田
宏
（
神
明
平
）

（
神
明
平
）

那
須
高
原
は
緑
ま
ば
ゆ
い
夏
が
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
！

那
須
高
原
は
緑
ま
ば
ゆ
い
夏
が
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
！  

晴
れ
の
日
も
多
く
、
特
に
朝
晩
は
爽
や
か
な
気
候
が
続
き
ま
す
。

晴
れ
の
日
も
多
く
、
特
に
朝
晩
は
爽
や
か
な
気
候
が
続
き
ま
す
。

湖
や
森
で
の
レ
ジ
ャ
ー
に
、
牧
場
体
験
、
高
原
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

湖
や
森
で
の
レ
ジ
ャ
ー
に
、
牧
場
体
験
、
高
原
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

を
楽
し
む
に
も
ぴ
っ
た
り
の
季
節
で
す
。

を
楽
し
む
に
も
ぴ
っ
た
り
の
季
節
で
す
。

今
号
で
は
前
年
度
の
事
業
報
告
や
当
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
社
員
総
会
の
承
認
議
案
を

今
号
で
は
前
年
度
の
事
業
報
告
や
当
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
社
員
総
会
の
承
認
議
案
を

中
心
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

中
心
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
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今
年
度
の
社
員
総
会
は
初
め
て

の
日
曜
開
催
と
な
り
ま
す
。
社
員

総
会
は
一
般
社
団
法
人
の
重
要
事

項
等
を
決
定
す
る
「
意
思
決
定
機

関
」
で
、
議
決
権
を
持
つ
全
て
の

社
員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
社
員
各

位
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
お
忙
し

い
中
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
万
障
お

繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
出
席
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

な
お
、
体
調
に
不
安
の
あ
る
方
、

並
び
に
遠
距
離
で
出
席
が
困
難
な

方
に
は
委
任
状
に
よ
る
書
面
出
席

を
積
極
的
に
ご
活
用
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。

※
一
般
社
団
法
人
の
「
社
員
」
と
は
、

法
人
を
構
成
し
、
社
員
総
会
で
議
決
権

を
行
使
で
き
る
構
成
員
を
指
し
、
従
業

員
の
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
ご
出
欠
を
令
和
８
年
７
月
６

日
（
月
）
ま
で
に
ご
返
信
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

【
日
時
】

令
和
８
年
７
月
19
日
（
日
）

13
：
30
～
15
：
00

【
会
場
】

那
須
塩
原
市  

黒
磯
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

栃
木
県
那
須
塩
原
市
上
厚
崎
４
９
０

【
当
日
の
緊
急
連
絡
先
】　

（
０
８
０

－

９
３
３
９

－

１
７
８
６
）

【
総
会
議
案
】

・
第
１
議
案

第
３
期
事
業
報
告
・

収
支
決
算
報
告
／
議
決

・
第
２
議
案

第
４
期
事
業
計
画
案
・

収
支
計
画
書
案
／
議
決

■
本
自
治
会
だ
よ
り
が
総
会
資
料

に
な
り
ま
す
。
出
席
さ
れ
る
方
は

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
欠
席
さ
れ
る
方
は
必
ず
同
封
の

書
面
委
任
状
（
は
が
き
）
に
ご
記

入
の
上
で
事
務
局
ま
で
返
信
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
出
席
さ
れ
る
方
は
同
封
の
出
席

票
（
は
が
き
）
に
ご
記
入
の
上
で

事
務
局
ま
で
返
信
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
当
日
は
受
付
の
混
雑

防
止
の
た
め
、
後
日
別
送
す
る
出

席
受
付
票
（
は
が
き
）
を
必
ず
ご

持
参
く
だ
さ
り
受
付
に
提
出
し
て

下
さ
い
。

▲那須ガーデンアウトレットから那須に向かう県道 53 号線
沿いの街路樹（かつらの木）の若葉が一斉に開らきました。
春から初夏に向けてやわらかい黄みがかった新緑は爽やか
な気持ちにさせてくれます。　　

撮影者：福田　和久　5 月初旬

会場：那須塩原市黒磯文化会館

定
期
社
員
総
会
を
ご
案
内
し
ま
す
。
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総
会
第
１
議
案

第
３
期
事
業
報
告
・
正
味
財
産
増
減
計
算
書
・
貸
借
対
照
表

【
第
３
期
事
業
の
概
要
】

1.
社
会
・
経
済
情
勢
と
運
営
概
況 

●
物
価
・
金
利
の
影
響
：
生
鮮
食
品
を
除
く
物
価
上
昇

率
が
３
％
に
達
し
、
円
安
と
食
品
の
高
騰
が
続
く
厳

し
い
１
年
で
し
た
。

●
収
支
決
算
：
ポ
ン
プ
劣
化
調
査
に
基
づ
く
事
業
の
優

先
順
位
付
け
（
一
部
翌
年
繰
り
越
し
）
等
に
よ
り
、

概
ね
計
画
通
り
の
健
全
な
決
算
と
な
り
ま
し
た
。 

●
水
道
・
道
路
等
共
益
施
設
所
有
権
：
令
和
８
年
１
月

に
移
転
登
記
を
完
了
し
、
長
年
の
懸
案
事
項
を
解
決

で
き
ま
し
た
。

2.
主
要
事
業
の
実
績　
※
詳
細
は
事
業
報
告
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

●
水
道
・
イ
ン
フ
ラ
維
持
：

・
水
道
修
繕
：
劣
化
の
激
し
い
送
水
管
や
制
御
盤
を
優

先
更
新
。
漏
水
修
繕
は
22
カ
所（
前
年
比
21
カ
所
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

・
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策
：
令
和
８
年
度
の
検
査
義
務
化
に
先

駆
け
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
追
加
検
査
を
実
施
。

「
適
合
」
を
確
認
し
、
次
年
度
よ
り
検
査
頻
度
を
年

１
回
へ
圧
縮
し
ま
す
。

●
環
境
保
全
：
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
し
、
分
譲

地
内
の
道
路
下
草
刈
り
・
枯
葉
清
掃
を
実
施
。

土
地
社
員
へ
の
「
現
況
土
地
写
真
報
告
」
も
継
続
し

ま
し
た
。

・
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
：
令
和
９
年
末
の
蛍
光
管
生
産
停

止
を
見
据
え
、
全
３
０
０
灯
の
う
ち
初
年
度
と
し
て
90

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
完
了
。

3.
組
織
運
営

●
社
員
数
：
年
度
末
合
計
１
，
２
５
８
名
（
前
年
比
34

名
減
）

・
内
訳
：
定
住
２
７
８
名
／
別
荘
３
２
３
名
／
土
地

６
５
７
名

※
減
少
の
主
な
要
因
：
相
続
に
伴
う
土
地
社
員
の
退
会

●
理
事
会
運
営
：
定
期
理
事
会
を
４
回
開
催
し
、
総
会

提
出
案
件
等
の
審
議
・
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

●
社
員
総
会
：
第
３
期
社
員
総
会
は
令
和
７
年
９
月
５

日
（
金
）
黒
磯
文
化
会
館
で
開
催
。
出
席
者
総
数

５
４
７
名
（
委
任
含
む
）
に
よ
り
、
４
つ
の
議
案
の

提
案
・
審
議
が
行
わ
れ
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
第
１

号
～
第
４
号
議
案
全
て
の
議
案
が
承
認
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

第３期　事業報告（自：令和７年４月～至：令和８年３月）
全分譲地対象事業 突発／緊急を要する事業 計画的に行う事業

※全ての分譲地を対象に行う
環境保全

※突発で発生する問題に対する
事後保全

※故障個所を事前に把握し計画的に行う
予防保全

１．側道約１ｍの下刈り
　全分譲地完了
２．道路枯葉清掃
　全分譲地完了
３．除草剤作業
　一部除外（22 分譲地）
４．土地会員向け下刈り促進
　希望者（280 件）
５．消火栓の点検
　全分譲地完了
６．土地会員への現況写真報告
　全分譲地完了
７．道路にはみだした樹木の枝切り
　（16 分譲地）

１．舗装道及び砂利道補修
　（白沢橋１期・３期・玉取平・おおとり苑
　・新おおとり苑・緑の郷・豊原・新野鳥苑）
２．危険倒木の対応（12 分譲地）
３．街路灯蛍光管玉切れ交換（34 件）
４．街路灯器具破損時 LED 交換（４件）
５．漏水箇所の修理と修理後の舗装（22 箇所）
６．側溝修繕
　（秋鳳苑・玉取平・小深堀）	
７．除雪
　（小深堀・玉取平・室の井・おおとり苑
　・新おおとり苑・箭松苑　/ 述べ 11 回）

１．受水槽清掃
　（室の井・玉鳳台１期）
２．ポンプ劣化調査
　（全分譲地完了）
３．制御盤交換　
　（緑風台）
４．仕切弁交換
　（清渓苑）
５．井戸送水管布設
　（玉鳳台２期）
６．井戸廻り整備
　( 玉鳳台２期 )
７．LED 街路灯計画設置　（90 灯）
　（室の井 10・五峰苑 19・新野鳥苑 14・広陽台 5
　・緑の郷 7・黒川台 1・玉取平 21・清渓苑 13）

▲ 3 期社員総会風景
<出席者総数547名（委任含む）により、４つの議案の提案・審議
が行われ、賛成多数により全ての議案が承認議決されました>

▲清渓苑仕切弁交換 After
< ゲートバルブを更新する事により今
後のメンテナンスが簡単になります。>

▲理事会での審議風景
<3 期は定期理事会を４回開催して各議
案の審議・決議を行いました >

�������������������������������������������������������������������������

【道路修繕実績】
①道路凸凹修繕
②道路側溝整備
③道路下刈り
④除草剤散布
⑤道路枯葉清掃
⑥危険倒木撤去

【水道修繕実績】
⑦ポンプ制御盤更新
⑧ポンプ交換
⑨漏水修理
⑩ポンプ抵抗値調査
⑪濾過機関連
⑫仕切弁交換
⑬受水層清掃

【その他修繕実績】
⑭街路 LED
⑮消火栓点検
⑯土地会員写真

第３期　事業カレンダー　（自：令和７年４月～至：令和８年３月）
分譲地 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

1 青木 ⑯ ⑥ ③ ⑥⑩ ⑨×2⑮

2 箭松苑 ⑯ ④ ③ ⑨⑩⑮ ⑥ ⑨

3 室の井 ⑯⑥ ④⑮ ⑭マグネットスイッ
チ、コンデンサ交換 ③ ⑩ ⑨⑬

4 白沢橋 3 期 ⑯ ③ ①④⑮ ⑩

5 白沢橋 1 期 ⑨⑯ ③ ①④⑮ ⑩

6 神明平 ⑥⑯ ④⑮ ③ ⑩

7 りんどう湖村 ⑯ ④⑮ ③ ⑨ ⑩

8 秋鳳苑 ⑯ ⑥ ③側溝修理 ④⑮ ⑨ ⑩

9 玉鳳台 / 玉取平 ⑯ ③雨水桝設置 井戸ドア修理 ① ⑮ ⑭井戸フェン
ス修理 ⑥⑩ 井戸送水管布

設替 ⑬

10 五峰苑 ⑨⑭⑯ ③ ④⑨×2⑮ ⑥ ⑩ ⑥

11 小深堀 ⑯ ④⑮ U字溝敷設 ③リレー交換 リレー交換 ⑨ ⑩ ⑥

12 小深堀 6 期 ⑯ ③④⑮ ⑩

13 おおとり苑 ⑯ 圧力ゲージ交換 ③ ①④⑮ ⑩ ⑥

14 新おおとり苑 ⑥⑯ ④⑮ ③ ① ⑩

15 新野鳥苑 ⑭⑯ ④⑥⑮ ③ ⑥ ⑩ ①

16 緑風台 ⑥⑨⑭⑯ ④⑥⑮ ③ 制御盤交換 ⑥⑩

17 広陽台 ⑯ ④⑮ ③⑥⑭ ⑩

18 清渓苑 ⑯ ③④⑮ ⑫ ⑭ ⑩ ⑨×2 ⑨

19 緑の郷 ⑯ ⑥⑭ ③ ④⑮ ⑩ ①⑨ ⑨ ⑨

20 黒川台／新黒川台 ⑯ ⑭ ④⑮ ③ ⑩

21 うぐいす台 ⑯ ③ ④ ⑩

22 よりい台 ⑯ ③④⑮ ⑩

23 豊原 ⑯ ④⑮ リレー交換 ③⑥ ① ⑩ ⑨×2 ⑨

24 玉翠苑 ⑯ ③ ④
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▲倒木処理作業①
<冬から春に向け強風が吹き倒木が多発する時期
です。３期は例年以上の対応となりました。>

▲倒木処理作業②
＜電線・電話線に掛かる倒木対応の基本は東電
やNTTに依頼します。＞

▲玉鳳台送水管布設換え作業
<劣化著しい送水管を塩ビ管に敷設換えを行いま
した。>

【正味財産増減計算書　特記事項】
土地社員数と下草刈希望者の減少により会費収入は減少し
たものの、管理費では高額ポンプ購入延期等により当期経
常増減額は約600万円のプラス収支になりました。

Ⅰ：経常増減の部
　　（１）経常収益

受取会費では
定住／別荘会費：　65,784,199円
土地会費　　　：　18,792,540円
特別会費　　　：　　5,408,880円
（土地下草刈り希望者減少）
雑収益　　　　：　　1,161,234円
（施設の物損保険金・有料水抜き作業・事務局修繕等）
受取利息　　　：　　 155,685円

●　経常収益計　　　：　91,302,538円
　　※前年度に対して△3,257,267円の減収。

　　（２）経常費用（管理費）では
　　　　 【前年比増の主な科目と要因】

・職員給与　　：　22,101,751円
　（期中での１名増員）
・動力・水道費：　16,536,430円
　（電気料金値上げ）
・水質検査費　：　　5,014,240円
　（PFAS追加検査）
・管理諸費　　：　　5,833,179円
　（移転登記に掛かる諸費用増）
・租税・損害保険：　　3,724,299円
　（道路・水道施設移転登記費用・損害保険料等の値上げ）

　　　　 【前年比減の主な科目と要因】
・道路・水道修繕：　16,902,154円
　（高額ポンプの購入等延期）
●一般経費　　：　　8,236,114円
　（車両修理/事務用品の減）

●　管理費計　　　　　　　　　　：　85,233,368円
●　当期経常費用増減額　　　　　：　 6,069,170円

Ⅱ：正味財産期末残高　　　 　　   　　：　80,219,612円
Ⅲ：災害積立金期末残高　　 　　   　　：　61,505,279円

第３期　正味財産増減計算書 単位：円
令和７年４月１日から令和８年３月 31 日

科目 当年度実績（３期） 前年度実績（２期） 増減 備考
Ⅰ一般正味財産増減の部

１．経常増減の部
（1）経常収益

受取会費
　建物会費（定住／別荘） 65,784,199 67,437,635 △ 1,653,436 ※前年は未納会費の回収

による一過性の増加
年度当初社員 定住：278

別荘：323
年度当初社員 定住：280

別荘：320
△ 2

3
※建物社員数は横ばい

　土地会費 18,792,540 19,943,230 △ 1,150,690 ※土地社員数 35 名の減少
年度当初社員 土地：657 年度当初社員 土地：692 △ 35（▲５％）

特別会費（土地下草刈、新規入会金等） 5,408,880 6,695,520 △ 1,286,640 土地社員の下草刈り希望
者減少

受取会費計 89,985,619 94,076,385 △ 4,090,766
雑収益（損害保険金・有料水抜き・事
務局修繕益等）

1,161,234 440,915 720,319 ※施設物損保険金、伐採
請負い手数料等

受取利息 155,685 42,505 113,180
①経常収益計 91,302,538 94,559,805 △ 3,257,267 前年比 96％

（2）経常費用
管理費

道路・水道・その他修繕・外注費 16,902,154 22,230,367 △ 5,328,213 ※延期可能な計画の繰越
職員給与（職員・役員・雑給） 22,101,751 20,113,621 1,988,130 ※年度後半から事務局員

を１名増員
法定福利費（年金・社会保険・雇用保険） 3,039,267 2,656,043 383,224
福利厚生・退職金積立 1,080,000 1,098,815 △ 18,815
動力・水道費（水道施設・街路灯電気
料金・町営水道料金等）

16,536,430 16,413,361 123,069 ※電気料金の値上げ

一般経費（車両修繕・燃料・水道・消
耗品・郵便・印刷等）

8,236,114 9,130,473 △ 894,359 ※車両修理・事務用品の
減

水質検査費 5,014,240 4,036,970 977,270 ※ PFAS 検査の追加実施
管理諸費（税理士・弁護士・社労士等） 5,833,179 3,042,304 2,790,875 ※弁護士の移転登記等の

法務対応増加
租税・損害保険料（固定資産税・施設、
車両保険等）

3,724,299 2,477,310 1,246,989 ※道路・水道登録税負担
の増加

賃借料（事務所家賃・リコーリース料
金等）

1,638,598 1,638,644 △ 46

減価償却費（車両・設備・機具等） 1,127,336 1,085,765 41,571 ※前年実績ベース
予備費 0 0 0

②管理費計 85,233,368 83,923,673 1,309,695
当期経常増減額（①ー②） 6,069,170 10,636,132 △ 4,566,962

２．経費外増減の部
　経常外収益（道路・水道移転益） 11,434,827 0 11,434,827 ※道路・水道施設評価額
　経常外収益（土地訴訟和解金） △ 1,593,618 0 △ 1,593,618 ※移転前の固定資産税総額支給
経常外費用増減額 9,841,209 
③当期一般正味財産増減額 15,910,379 10,636,132 5,274,247
　法人税・住民税及び事業税 △ 81,400 △ 74,600 6,800
④一般正味財産期首残高 64,390,633 53,829,101 10,561,532 

Ⅱ正味財産期末残高（③＋④） 80,219,612 64,390,633 15,828,979 
Ⅲ災害積立金期末残高 61,505,279 61,490,548 14,731 

３期末　貸借対照表（令和８年３月31日） （単位：円）

勘定科目 金額 勘定科目 金額
Ⅰ資産の部 Ⅱ負債の部

１．流動資産 １．流動負債

現金・預金 129,077,943 未払金（３月発生４月払い金等） 3,089,512 

　ゆうちょ銀行振替口座 13,494,246 

　足利銀行 103,603,053

　栃木銀行 11,527,907

　現金 452,737

仮払金 0 前受金（来期会費） 557,624 

貯蔵品（修繕部品保管等） 3,670,891 預り金（社会保険料等） 1,057,386 

前払費用（家賃等４月前払い金） 66,000 

流動資産合計 132,814,834 流動負債合計 4,704,522 

２．固定資産 ２．固定負債

（3）その他固定資産 　長期借入金 0 

　建物・車両運搬具・土地 13,554,579 　災害積立金 61,505,279 

　保証金 60,000 固定負債合計 61,505,279 

その他固定資産合計 13,614,579 

固定資産合計 13,614,579 負債合計 66,209,801 

Ⅲ正味財産の部

　正味財産 80,219,612 

資産合計 146,429,413 負債・正味財産合計 146,429,413 

〈監査報告書〉
一般社団法人東昭自治会の令和７年４月１日から令和８年３月３１日までの第３期事業年度の計算書類およびその付属
明細について監査を行った結果、法令に準拠し適正に表示されていると認めたので報告します。

令和８年５月２4日　一般社団法人東昭自治会　監事　松川　哲夫
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第4期　事業計画（案）（自：2026年 4月～至：2027年３月）
全分譲地対象事業 突発／緊急を要する事業 計画的に行う事業

全ての分譲地を対象に行う
環境保全

突発で発生する問題に対する
事後保全

故障個所を事前に把握し計画的に行う
予防保全

１．側道約１ｍの下刈り
２．道路枯葉清掃
３．除草剤作業
４．土地会員向け下刈り促進
５．消火栓の点検
６．土地会員への現況写真報告
７．道路にはみだした樹木の枝切り

１．舗装道及び砂利道補修
２．危険倒木の対応
３．街路灯蛍光管玉切れ交換
４．街路灯器具破損時 LED 交換
５．漏水箇所の修理と修理後の舗装
６．側溝修繕
７．除雪

１．受水槽清掃（おおとり苑、豊原）
２．ポンプ劣化調査（全分譲地）
３．高架水槽修繕（秋鳳苑）　
４．LED 計画設置作業（100 灯分）
５．雨水枡清掃等工事（玉鳳台 1、2、他）
６．井戸ポンプ交換（小深堀）　

総
会
第
２
議
案

４
期　

事
業
計
画
（
案
）・
収
支
予
算
計
画
（
案
）

【
概
要
】

 
令
和
８
年
度
は
、
物
価
上
昇
率
が
３
％
程
度
と
見
込

ま
れ
る
一
方
、
土
地
社
員
数
の
減
少
に
伴
う
会
費
収
入

の
減
少
も
予
測
さ
れ
て
お
り
、厳
し
い
局
面
で
す
。
特
に
、

修
繕
資
材
や
工
事
費
の
高
騰
に
加
え
、
電
気
料
金
や
燃

料
費
等
の
上
昇
が
事
業
運
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、「
会
費
へ
の

転
嫁
を
最
小
限
に
抑
え
る
」
こ
と
を
最
優
先
と
し
、
重

点
施
策
を
通
じ
て
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
安
全
と
景
観
維
持

を
両
立
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

1.
コ
ス
ト
削
減
と
資
源
の
有
効
活
用

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
知
恵
と
工
夫
に
よ
り
事
業
を
維
持
し

ま
す
。

•

環
境
保
全
活
動
の
継
続

全
社
員
を
対
象
と
し
た
「
側
道
下
刈
」「
枯
葉
清
掃
」（
年

１
回
）
は
継
続
し
、
良
好
な
景
観
を
維
持
し
ま
す
。（
社
員

の
み
な
さ
ま
に
も
自
宅
周
辺
の
美
化
活
動
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。）

•

道
路
修
繕
の
事
務
局
化

業
者
委
託
と
事
務
局
修
繕
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、
内
製
化

率
を
高
め
る
こ
と
で
外
注
コ
ス
ト
を
圧
縮
し
ま
す
。

•

計
画
保
全
の
最
適
化

高
額
な
修
繕
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
律
の
更
新
で
は
な
く

「
劣
化
状
況
の
診
断
」
に
基
づ
き
、
実
施
時
期
を
適
宜
判
断

す
る
こ
と
で
支
出
を
分
散
・
抑
制
に
努
め
ま
す
。

2.
必
須
事
業
の
推
進

法
規
制
へ
の
適
合
と
、
将
来
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
低
減
に
直

結
す
る
事
業
を
優
先
的
に
実
施
し
ま
す
。

•

安
全
な
水
の
提
供

水
道
法
に
基
づ
き
、
法
定
の
水
質
検
査
を
確
実
に
実
施
し
、

生
活
基
盤
の
安
全
を
担
保
し
ま
す
。

•

街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
（
２
年
目
）

令
和
９
年
末
の
蛍
光
管
生
産
停
止
を
見
据
え
、
本
年
度
は

約
１
０
０
灯
の
更
新
を
実
施
。

将
来
の
電
気
代
削
減
と
環
境
負
荷
低
減
を
図
り
ま
す
。

3.
令
和
８
年
度
の
運
営
基
盤

正
社
員
数
の
減
少
（
前
年
比
△
34
名
）
お
よ
び
土
地
会
費
の
減

収
（
４
％
減
）
を
織
り
込
ん
だ
堅
実
な
予
算
編
成
を
行
い
ま
す
。

•

基
礎
数
値
（
当
初
予
算
ベ
ー
ス
）

　

◦
正
社
員
数
：
１
，
２
５
８
名

　

◦
（
内
訳
：
定
住
２
７
８
名
／
別
荘
３
２
３
名
／
土
地
６
５
７
名
）

•

年
間
会
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

◦
定
期
理
事
会
：
年
４
回
開
催

　

◦
第
４
期
定
期
社
員
総
会
：
７
月
19
日
（
日
）
開
催
予
定

【収支予算計画案概要】
経常収益は「土地会費や下草刈希望者の減少」を想定して 86,398,720 円として堅実な収益予測としています。経常費用（管理費）
は、事業計画により 86,388,500 円。
当期経常増減額は 10,220 円となる見込として計画しました。

令和8年度　第4期　収支予算計画案 単位：円
令和８年４月１日から令和９年３月 31 日

科目 当年度計画（4 期） 前年度計画（3 期） 増減 備考
Ⅰ一般正味財産増減の部

１．経常増減の部
（1）経常収益

受取会費
　建物会費（定住／別荘） 63,988,000 63,888,000 100,000 ※建物社員による算出

年度当初社員 定住：278
別荘：323

年度当初社員 定住：280
別荘：320

△ 2
3

　土地会費 16,710,720 17,285,840 △ 575,120 ※土地社員の▲４％で計画
年度当初社員 土地：657 年度当初社員 土地：692 △ 35

特別会費（土地下草刈、新規入会金等） 5,600,000 6,800,000 △ 1,200,000 ※前年実績ベース（下草刈希望者減）
受取会費計 86,298,720 87,973,840 △ 1,675,120

雑収益（有料水抜き・事務局修繕益） 100,000 100,000 0 ※有料水抜き料金
受取利息 0 0 0
①経常収益計 86,398,720 88,073,840 △ 1,675,120 ※前年対比約▲２％

（2）経常費用
管理費

道路・水道修繕・環境保全・外注費等 17,450,000 22,500,000 △ 5,050,000 ※当年度事業計画による
職員給与（職員・役員・雑給） 26,050,000 22,260,000 3,790,000 ※従業員１名増員
法定福利費（年金・社会保険・雇用保険） 3,000,000 2,650,000 350,000
福利厚生・退職金積立 1,260,000 1,190,000 70,000
動力費・水道費（水道施設・街路灯電気料金・町営水道料金等） 17,000,000 17,000,000 0
一般経費（車両修繕・燃料・水道・消耗品・郵便・印刷等） 8,798,500 10,823,840 △ 2,025,340 ※前年実績ベース
水質検査費 4,600,000 4,600,000 0 ※専用水道登録の見直し
管理諸費（税理士・弁護士・社労士等） 1,800,000 3,000,000 △ 1,200,000 ※弁護士の法務対応減少
租税・損害保険料（固定資産税・施設、車両保険等） 3,650,000 2,500,000 1,150,000 ※固定資産税の増化及び損害保険料の値上げ
賃借料（事務所家賃・リコーリース料金等） 1,650,000 1,650,000 0
減価償却費（車両・設備・機具等） 1,130,000 900,000 230,000
予備費 0 5,000,000 △ 5,000,000 必要な科目に振分け

②　管理費計 86,388,500 94,073,840 △ 7,685,340
当期経常増減額（①ー②） 10,220 △ 6,000,000 △ 5,989,780
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▲側道下草刈り作業
< 夏～秋にかけて側道１m を下刈りや
枯葉清掃により整備します。

▲枝打ち作業
< 車の通行を妨げない範囲で事務局に
より枝打ち作業を行います >

▲道路の凸凹修繕作業
＜軽微な修繕は経費節約のため、事務
局によるトライアルを実施中。＞
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